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平成２１年５月１２日 

マルチメディア放送システム作業班 アドホックグループ３ 

 

マルチメディア放送とＦＭ放送の共用条件について（案） 

 

 ＶＨＦ－ＬＯＷ帯マルチメディア放送の置局条件のうちＦＭ放送との混信保護比の検討に

ついては、ポケットラジオ、ラジカセ等市販されている多様な受信機との干渉実験を実施し

て設定している。実験では、ＦＭ放送の入力レベルを－５０ｄＢｍに設定し、ＳＮ比が５０ｄＢ

を下回る値を干渉ＤＵ比とした。そして、最も干渉ＤＵ比が悪い受信機においても妨害を与

えないように混信保護比を設定することを方針として、図１のとおり中間報告している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．ＦＭ放送との混信保護比（中間報告値） 

 

 一方、「ＦＭ放送の置局に関する技術的条件」（平成１０年４月２１日情報通信審議会答

申）では、昭和３６年度電技審答申「チャンネルプラン策定用受信機の規格」を前提としなが

ら、受信形態の実情や多様なＦＭ受信機の普及状況、受信機の性能調査結果を総合的に

判断し、置局条件を設定するための「ＦＭ放送評価受信機」と「ＦＭ放送評価用受信空中

線」の新規格を策定している。平成１０年度に答申された「ＦＭ放送評価受信機」と「ＦＭ放

送評価用受信空中線」の規格を表１、表２に示す。これら規格は、ＦＭ送信所の置局検討で

考慮すべき規格として電波法関係審査基準に記載されており、今回のＦＭ放送との共用条

件についても、この規格を満足した受信機にて混信保護比を規定することが必要であると

考えられる。 
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表１．ＦＭ放送評価受信機の規格（平成１０年度情通審答申） 

 

 

表２．ＦＭ放送評価用受信空中線の規格（平成１０年度情通審答申） 
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 今回の干渉実験において調査対象とした１１機種のうち、感度（５０ｄＢステレオ感度）およ

び混信排除能力（実効選択度特性および２信号スプリアスレスポンス）の性能について「Ｆ

Ｍ放送評価受信機」の規格をほぼ満足している受信機は「C」「E」「F」「G」「Ｈ」「Ｉ」の６機種

である。この６機種のうち、最も干渉ＤＵ比が悪い受信機は「Ｃ」となる。この受信機「Ｃ」の

干渉ＤＵ比を混信保護比とする（表３、図２参照）。 

 

表３．ＦＭとの混信保護比 

ガードバンド 0.457 MHz 4.171 MHz 6.171 MHz 12.171 MHz 以上 

混信保護比 ０ ｄＢ －７ ｄＢ －１１ ｄＢ －１６ ｄＢ

参考）中間報告値 １７ ｄＢ １０ ｄＢ ９ ｄＢ ０ ｄＢ

 

 
図２．ＦＭ放送との混信保護比 

 

 また、中間報告でも設定したＦＭ信号の受信機入力レベルに対する混信保護比の補正値

については、受信機「Ｃ」および表２の「ＦＭ放送評価用受信空中線」の規格に基づいて、図

３に示すＦＭ信号の受信電界強度に対する混信保護比の補正値に変更する。受信電界強

度への換算の考え方を表４に示す。 

 

 なお、マルチメディア放送の置局プラン策定においては、上記混信保護比の確保とともに

ＦＭ放送の多種多様な受信機の普及状況や受信実態にも考慮した検討が必要であると考

える。 
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図３．FM 信号の受信電界強度に対する混信保護比補正値 

 

表４．受信電界強度への換算の考え方 

No 項目 考え方 数値 単位 

① 受信機入力レベル 一例として－５０ｄＢｍを実施 －５０ ｄＢｍ 

② 受信機入力終端電圧 ①＋108.8 ５８．８ ｄＢμＶ 

③ 受信アンテナ利得 表２より ０ ｄＢｄ 

④ アンテナ実効長 ２０ｌｏｇ（λ／π） 

（λ＝３ｍとした） 

－０．４ ｄＢ 

⑤ フィーダー損、挿入損 マルチメディア放送の回線設計

と同値とした 

１ ｄＢ 

⑥ 不整合損 ２０ｌｏｇ（ｓｑｒｔ（７５／７３．１）） ０．２ ｄＢ 

⑦ 終端損  ６ ｄＢ 

⑧ 電界強度（ｈ２＝２ｍ） ②－③－④＋⑤－⑥＋⑦ ６５．２ ｄＢμＶ／ｍ

⑨ ｈ２＝２ｍから４ｍへの

換算 

マルチメディア放送の回線設計

時の１．５ｍから４ｍへの換算

値と同値とみなす 

２．３ ｄＢ 

⑩ 電界強度（ｈ２＝４ｍ） ⑧＋⑨ ６７．５ ｄＢμＶ／ｍ

 


